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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
本論文の評価される点は次の通りである。 
第1に、電力業に関する先行研究はヨーロッパ各国間の比較を含めて多々ある
ものの、本論文のように日本とヨーロッパ（ドイツ）とを比較したworld-wideな
研究は皆無に近い。本論文は、京都市会議事録等の一次資料、その他様々な日本
語文献を丹念に読み込んだ実証密度の高いものであり、同時にドイツ語や英語の
文献・資料も縦横に駆使している。近年、日本とヨーロッパでの電力業のあり方
の違いがクローズアップされているが、本論文は、国際比較を視野に入れた大き
なパースペクティブの下で日本の電力業の発展の特徴を検証しようとするもので
あり、そこからは今日的な意義も含め、様々な示唆が得られたと評価できる。 
第2に、独日比較のための分析の切り口として、国家の政治構造に着目し、電
力企業との関係を剔出していることである。たとえばドイツの電力企業のコンツ
ェルン組織と国家構造との類似性の指摘は明確かつ妥当である。公有企業が国家
の構造を反映するのは当然とも言えるが、分権国家の専門家以外では明示的に議
論されることがなかった。企業の組織構造論としても新鮮であり、本論文の功績
として評価できる。営業許可制度や報償契約制度の相違を比較の軸に持ち込んだ
ことも同様に高く評価できる。 
 他方、不十分な点も存在する。 
本論文では複雑化を避けるために説明を省略したり、分析を単純化している部
分がある。このために電力業の発展史において重要な位置を占める企業間競争や
電力統制、電力国家管理への流れなどの展開過程が十分に描き出せていない。公
有・私有の別のほかに、公営・私営、公益原則・利潤原理との関係を含めて分析
を精緻化することにより、政府・企業間関係や企業間競争のあり方をより多面的
に捉えることができるであろう。 
また、政府・企業間関係以外の他の諸要因も組み込んで分析することが望まし
い。たとえば、独日における水力と火力の立地・地理的条件の違い、電力以外の
都市公益事業の経験の有無、経営やガバナンス構造の違いなどである。ドイツで
は公有といっても株式会社であり民間の株主が少数とはいえ含まれるのが普通で
ある。また、自ら経営には関与せず、専門経営者に委任している。独日の電力企
業の資金調達は社債にも依存しており、社債保有者の利害が企業の意思決定に影
響していた可能性がある。 
 以上のような不十分な点があるものの、それは本論文が対象とする時代や地域
のスケールが大きいことにも由来している。これらの諸点は、著者自身あるいは
学界全体が今後解明していくことが期待されるものであり、本論文の学術的価値
や貢献を損なうものではない。 
 以上のことから、本論文は博士（経済学）の論文として価値あるものと認めら
れる。なお、平成29年7月26日、論文内容とそれに関連した試問を行った結果、
合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
